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(2)各領域・分野の履修モデル 

◆食品ビジネスマネジメント モデル 

食産業学研究科博士前期課程

食産業学専攻

食品イノベーション領域

食品ビジネスマネジメント分野

食品流通企業へ就職

・経営管理・マーケティングを担当

・地域レベルでの食材のマーケット拡大や

グローバル経済の中での食料不足に対応

する人材

科目名
必修・選択

の別
単位 単位計

導入科目 食産業学研究特論 必修 2 

6 単位

食産業学演習 A(＊) 選択 2 

食産業学演習 B(＊) 選択 2 

専門科目 食産業政策特論(＊＊) 選択 2 

専門科目

のうち

16 単位

以上

フード・エコノミクス特論 選択 2 

食品マーケティング特論 選択 2 

グローバル化と戦略的経営特論 選択 2 

投資・企業評価特論 選択 2 

食品開発学特論(＊＊) 選択 2 

食品安全マネジメント特論 選択 2 

地域農業戦略特論(＊＊) 選択 2 

食育・食感性特論 選択 2 

グローバル・マネジメント・スタディーズ 選択 2 

総合科目 食産業学特別研究 A(＊＊＊) 選択 4 

8 単位食産業学特別研究 B(＊＊＊) 選択 4 

単位合計 30 単位

注：(＊)は，食産業学演習 Aと Bいずれかを選択必修
(＊＊)は，専門科目 6科目から 2科目 4単位を選択必修

(＊＊＊)は，プロジェクト研究ＡとＢまたは食産業学特別研究 Aと Bのいずれかを選択必修
なお，所定の科目数・単位数以上に履修した選択必修科目は，選択科目として扱う
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◆食品技術開発 モデル 

食産業学研究科博士前期課程

食産業学専攻

食品イノベーション領域

食品技術開発分野

食品製造企業へ就職

・開発部門で新製品開発を担当

・食品開発や食品加工の技術開発を進展させる

人材

科目名
必修・選択

の別
単位 単位計

導入科目 食産業学研究特論 必修 2 

6 単位

食産業学演習 A(＊) 選択 2 

食産業学演習 B(＊) 選択 2 

専門科目 食品マーケティング特論 選択 2 

専門科目

のうち

16 単位

以上

食品開発学特論(＊＊) 選択 2 

微生物工学特論 選択 2 

食品素材工学特論 選択 2 

食品安全マネジメント特論 選択 2 

栄養学特論(＊＊) 選択 2 

調理科学特論 選択 2 

栄養機能科学特論 選択 2 

食育・食感性特論 選択 2 

グローバル・マネジメント・スタディーズ 選択 2 

総合科目 食産業学特別研究 A(＊＊＊) 選択 4 

8 単位食産業学特別研究 B(＊＊＊) 選択 4 

単位合計 30 単位

注：(＊)は，食産業学演習 Aと Bいずれかを選択必修
(＊＊)は，専門科目 6科目から 2科目 4単位を選択必修

(＊＊＊)は，プロジェクト研究 Aと Bまたは食産業学特別研究 Aと Bのいずれかを選択必修
なお，所定の科目数・単位数以上に履修した選択必修科目は，選択科目として扱う
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◆ファームマネジメント モデル 

食産業学研究科博士前期課程

食産業学専攻

農・環境イノベーション領域

ファームマネジメント分野

県庁へ就職

・改良普及員として、地域農業のイノベーショ

ンを指導

・戦略的意思決定、循環型農畜産業の推進など

地域農業をリードする人材

科目名
必修・選択

の別
単位 単位計

導入科目 食産業学研究特論 必修 2 

6 単位

食産業学演習 A(＊) 選択 2 

食産業学演習 B(＊) 選択 2 

専門科目
食品マーケティング特論 選択 2 

専門科目

のうち

16 単位

以上

地域農業戦略特論(＊＊) 選択 2 

作物生産学特論 選択 2 

園芸生産特論 選択 2 

飼料資源開発特論 選択 2 

資源循環型農畜産業学特論 選択 2 

栽培土壌管理特論 選択 2 

害虫管理学特論 選択 2 

農地環境工学特論(＊＊) 選択 2 

栄養機能科学特論 選択 2 

総合科目 食産業学特別研究 A(＊＊＊) 選択 4 

8 単位食産業学特別研究 B(＊＊＊) 選択 4 

単位合計 30 単位

注：(＊)は，食産業学演習 Aと Bいずれかを選択必修
(＊＊)は，専門科目 6科目から 2科目 4単位を選択必修

(＊＊＊)は，プロジェクト研究 Aと Bまたは食産業学特別研究 Aと Bのいずれかを選択必修
なお，所定の科目数・単位数以上に履修した選択必修科目は，選択科目として扱う
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◆環境マネジメント モデル 

食産業学研究科博士前期課程

食産業学専攻

農・環境イノベーション領域

環境マネジメント分野

県庁、食品企業、コンサルタント会社等へ就職

・環境に配慮した食産業の振興策を策定

・環境負荷の少ない店舗・商品開発や、農山漁

村環境の整備事業が出来る人材

科目名
必修・選択

の別
単位 単位計

導入科目 食産業学研究特論 必修 2 

6 単位

食産業学演習 A(＊) 選択 2 

食産業学演習 B(＊) 選択 2 

専門科目
食産業政策特論(＊＊) 選択 2 

専門科目

のうち

14 単位

以上

地域農業戦略特論(＊＊) 選択 2 

農地環境工学特論(＊＊) 選択 2 

水利施設ストックマネジメント特論 選択 2 

ランドスケープ・デザイン特論 選択 2 

景域生態工学特論 選択 2 

食産業再生可能システム特論(＊＊) 選択 2 

環境計測・制御特論 選択 2 

食料生産機械特論 選択 2 

総合科目 インターンシップ 選択 2 

10 単位

食産業学特別研究 A(＊＊＊) 選択 4 

食産業学特別研究 B(＊＊＊) 選択 4 

単位合計 30 単位

注：(＊)は，食産業学演習 Aと Bいずれかを選択必修
(＊＊)は，専門科目 6科目から 2科目 4単位を選択必修
(＊＊＊)は，プロジェクト研究 Aと Bまたは食産業学特別研究 Aと Bのいずれかを選択必修
なお，所定の科目数・単位数以上に履修した選択必修科目は，選択科目として扱う
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◆1年間の在学で修了する場合の履修モデルの例 

食産業学研究科博士前期課程

食産業学専攻

各領域

各分野

元々在職していた企業等へ復帰、専門性を活か

し食産業の振興に寄与する人材

科目名
必修・選択

の別
単位 単位計

導入科目 食産業学研究特論 必修 2 

6 単位

食産業学演習 A(＊) 選択 2 

食産業学演習 B(＊) 選択 2 

専門科目 選択必修を中心に各人の専門性、今後の

方向性を考慮し、指導教員と協議して決

めるもの。 16 単位

総合科目 プロジェクト研究 A 選択 4 

8 単位プロジェクト研究 B 選択 4 

単位合計 30 単位

注：(＊)は，食産業学演習 Aと Bいずれかを選択必修
なお，所定の科目数・単位数以上に履修した選択必修科目は，選択科目として扱う


